
      ２月がつは暦こよみの上うえではもう春はるですが、まだまだ寒さむい日ひが続つづきます。  寒さむさに負まけず、元気げん き

に過
す

ごすことができるように、無病
むびょう

息災
そくさい

の願
ねが

いを込
こ

めて豆
まめ

まきで災
わざわ

いを追
お

い払
はら

いましょう。   ２月がつ３日かは節分せつぶん  節分せつぶん

とは、もともと立春
りっしゅん

、立夏
りっ か

、立秋
りっしゅう

、立冬
りっとう

の前
まえ

の日
ひ

のことで、

季節
きせ つ

のかわり目
め

を指
さ

していました。それが次第
しだ い

に、立春
りっしゅん

の前
まえ

の日
ひ

だ

けをいうようになりました。節分
せつぶん

には豆
まめ

まきをします。豆
まめ

には霊力
れいりょく

があると信
しん

じられていて、豆
まめ

をまくことで鬼
おに

に見立
み た

てた病気
びょうき

や災
わざわ

い

を追
お

い払
はら

い、福
ふく

を呼
よ

び込
こ

みます。  また、ひいらぎの枝えだにいわしの頭あたまをさして、門口かどぐち

や軒下
のきした

に飾
かざ

り、

いやなにおいで鬼
おに

を追
お

い払
はら

う風習
ふうしゅう

が残
のこ

っているところもあります。    豆まめを食たべて健康けんこう

を願
ねが

う   節分せつぶん

には、豆
まめ

を年
とし

の数
かず

（または年齢
ねんれい

にひとつ

足
た

した数
かず

）だけ食
た

べます。そうすることで

生命力
せいめいりょく

を得
え

て、１年間
ねんかん

を元気
げん き

に過
す

ごすことが

できるとされています。                 
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